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情報提供  

 この度、次のとおり「全国 Town & Gown 構想推進協議会」を設立しま

す。2020 年（令和２年）より、広島大学と東広島市は Town & Gown 構

想※1 という新たな連携の確立を目指し、民間企業にも参画いただきながら試

行錯誤する中で、その連携を活かしたイノベーションの実装や地域課題の解

決に向け取り組んでまいりました。今後も地域活性化の核となるのは、自治

体や地域の産業界と深いつながりを持つ地方大学であると考えており、この

Town & Gown 構想をモデルとして、日本を地域から躍動させることを目指

しています。 

そこで、本構想の仕組みを全国のさまざまな地域に普及させ、大学と自治

体との強固な連携の枠組みに関する情報やノウハウ、先進事例を共有し、地

方のまちづくりにおける大学と自治体間の新たな連携を展開していくことを

目的とし、「全国 Town & Gown 構想推進協議会」を設立します。 

 また、本協議会の設立を契機とし、日々地方創生に取り組まれる全国の産

官学民各組織の方々が、これまで培われた知恵と経験、課題を共有し、今後の

活動に繋がる交流を深めるための場として、「スマート社会産官学民協働まち

づくりフォーラム」も開催します。 

 

（※1） 

Town（＝まち）と Gown（＝大学）が一体となり、持続可能な未来のビジ

ョンを共有した上で、包括的、日常的、継続的、組織的な連携関係を構築し、

地方創生への貢献を目指す構想。 

 

 

１ 全国 Town & Gown 構想推進協議会設立趣意書署名及び設立総会 

（1）日時  令和５年 10 月 28 日（土）13 時 00 分から 

（2）場所  広島大学フェニックス国際センター  

ミライクリエ２階 大会議室 （東広島市鏡山一丁目４番５号） 

（3）出席者（順不同） 

  広島大学 

         学長  越智 光夫（設立趣意書署名機関） 

東広島市 

市長  高垣 広徳様（設立趣意書署名機関） 

        呉市 

市長  新原 芳明様 

島根大学 

    学長  服部  泰直様（設立趣意書署名機関）

   出雲市 

総務部総務課長 古山 順様（市長代理） 

広島大学広報室 

〒739-8511 東広島市鏡山 1-3-2 

TEL：082-424-6762 FAX：082-424-6040 

E-mail: koho@office.hiroshima-u.ac.jp 

全国 Town & Gown 構想推進協議会を設立します 

本件の報道解禁につきましては、令和 5年 10月 23日(月) 

午前 11 時以降にお願いいたします。 
 



   愛媛大学   

    学長  仁科 弘重様（設立趣意書署名機関） 

   今治市 

    副市長     土居 忠博様 

（設立趣意書署名機関 市長代理） 

   立命館アジア太平洋大学（準会員） 

         副学長  米山 裕様 

副学長  淺野 昭人様 

（設立趣意書署名機関） 

   一般社団法人スマートシティ・インスティテュート（支援会員） 

専務理事  南雲 岳彦様 

    

２ スマート社会産官学民協働まちづくりフォーラム 

 〇１日目 

 （1）日時  令和５年 10 月 28 日（土）14 時 30 分から 

 （2）場所  広島大学工学部講義棟 B4 

講義室 116（東広島市鏡山一丁目４番１号） 

 （3）概要  Town & Gown 構想の紹介、キーノートセッションなど 

 

 〇２日目 

 （1）日時  令和５年 10 月 29 日（日）9 時 00 分から 

 （2）場所  広島大学工学部講義棟 B4 

講義室 115、116、117（東広島市鏡山一丁目４番１号） 

 （3）概要 産官、産学、産官学民等の連携による地域づくりに携わられ

ている方、DX・CN 等の科学技術の地域社会への実装に携

わられている方による事例発表 

 

※  設立趣意書の署名後、総会開始前に署名機関の６者にて記念撮影を行い  

ます。署名及び総会は取材可能です。会見の予定はございません。 

当日は会場内にて関係者席をご案内いたします。 

 

※  フォーラムへの参加をお希望の方は別添チラシより詳細ご確認の上、参 

加申込フォームより 10 月 23 日（月）までにお申し込みください。 

 

 

 

 

 

 

 
【お問い合わせ先】 

広島大学Town & Gown Office 三戸 

Tel：082-424-5871  

E-mail：tgo-admin@office.hiroshima-u.ac.jp 

 発信枚数：Ａ４版 5 枚（本票含む） 

 

 

 

 

 

 



 

（別紙） 

【ＦＡＸ返信用紙】 

FAX：０８２－４２４－６７６２ 

広島大学 広報室 行 

 

 

全国 Town & Gown 構想推進協議会設立趣意書署名及び設立総会 

（10 月 28 日（土）13 時 00 分開始・東広島キャンパス）のご案内 

 

 

 

 

日 時：令和５年 10 月 28 日（土）13 時 00 分～14 時 00 分 

場 所： 広島大学フェニックス国際センター ミライクリエ２階 大会議室 

 （東広島市鏡山一丁目４番５号） 

   □ ご出席 

   □ ご欠席 

 

 

貴社名：                           

 

部署名：                           

 

ご芳名：                   （計  名）  

 

電話番号：                          

 

メールアドレス：                       

 

 

※誠に恐れ入りますが、取材いただける場合には、上記にご記入頂き、10 月 27 日（金）

正午までにご連絡ください。 

 

 

全国 Town & Gown 構想推進協議会の設立 

 



プログラム詳細は

後日ウェブページにて発表

URLまたは左の二次元コードから

https://www.hiroshima-u.ac.jp/iagcc/ccc/ntg
広島大学公式ウェブサイト > 社会・産学連携 > 地域連携 > 全国Town & Gown構想推進協議会

このフォーラムは、全国Town & Gown構想推進協議

会の発足を契機として、産官学の3者、あるいは、自治

体と企業、自治体と大学、地域と大学などの、組織風土

も価値観も異なる組織同士で、日常的あるいは組織的

につながり、日々悩みながら「地方創生」を実践されて

いる皆様に、その活動の中で培われた知恵と経験と課

題を共有いただき、今後の活動につながる交流のきっ

かけとしていただくことを目的としています。

皆様の経験を聞かせてください！

❶ 産官、産学、産官学民等の連携による地域づくりに携わ

られている担当者

❷ DXやCN、その他の科学技術の地域社会への実装に関

心のある研究者･技術者・大学院生等

● 10月28日

14:30-16:30 フォーラム(1日目)
(1) 挨拶
(2) Town & Gown構想紹介
(3) キーノートセッション

1. 「持続可能な新しい産官学連携の形」
一般社団法人 スマートシティ・インスティテュート 専務理事 南雲 岳彦

2. 「大学発イノベーションに求められるもの」
文部科学省産業連携・地域振興課拠点形成・地域振興室 室長 廣野 宏正

3. 「DXが創るまちづくりの新たなベクトル」
デジタルコミュニケーションによる地域活性化事例

「三重広域連携モデル」のご紹介

大日本印刷株式会社モビリティ事業部新事業開発部 部長 椎名 隆之

17:00-18:30 ウェルカムレセプション

● 10月29日

9:00-15:00 フォーラム(2日目)
事例発表(口頭発表・ポスター発表)

● フォーラム : 広島大学東広島キャンパス 内

● ウェルカムレセプション :

レストラン「ラ・ボエーム」（東広島キャンパス学士会館1階）

● フォーラム

社会人 : 無料 ※2024年度からは有料の予定

大学院生･学生 : 無料

● ウェルカムレセプション : 5,000円

広島大学 内

スマート社会産官学民協働まちづくりフォーラム実施委員会

メールアドレス :

tgo-admin@office.hiroshima-u.ac.jp

● 発表申込フォーム : URLまたは「発表申込」二次元コードから

https://forms.gle/w7atHbwhqbW6dMJo9
※ 発表募集締切 : ～10月１８日(水)

● 参加申込フォーム : URLまたは「参加申込」二次元コードから

https://forms.gle/V4ucXiSG2pMzjNSVA
※ 参加申込締切 : ～10月23日(月)

主催 :  全国Town & Gown構想推進協議会設立準備会 共催 :  一般社団法人 スマートシティ・インスティテュート、広島大学

https://www.hiroshima-u.ac.jp/iagcc/ccc/ntg
https://forms.gle/w7atHbwhqbW6dMJo9
https://forms.gle/V4ucXiSG2pMzjNSVA
mailto:tgo-admin@office.hiroshima-u.ac.jp
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け
る

事
例

の
ご

紹
介

』

テーマ

『
ド

ロ
ー

ン
ネ

イ
テ

ィ
ブ

シ
テ

ィ
び

ん
ご

府
中

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
つ

い
て

』

発表者

BIPROGY株
式

会
社

 兼
 一

般
社

団
法

人
UDCKタ

ウ
ン

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

　
松

下
 智

彦

発表者

ソ
フ

ト
バ

ン
ク

株
式

会
社

大
西

 英
智

テーマ

『
柏

の
葉

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
で

実
践

し
て

い
る

「
パ

ー
ソ

ナ
ル

デ
ー

タ
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
」

の
活

用
事

例
』

テーマ

『
広

島
大

学
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

共
創

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
に

お
け

る
モ

ビ
リ

テ
ィ

分
科

会
の

取
り

組
み

』

15:00
15:00

15:00
15:00

※
発

表
15分

、
質

疑
応

答
5分

12:25-13:30

㉒
14:30

㉔㉕

⑭⑰⑳
14:10

13:50

11:25-12:25
★

ｽﾍﾟｼｬﾙｾｯｼｮﾝ

休
憩

休
憩

ス
マ

ー
ト

社
会

産
官

学
民

 協
働

ま
ち

づ
く

り
フ

ォ
ー

ラ
ム

　
事

例
発

表
プ

ロ
グ

ラ
ム

10:05-10:15

11:15-11:25

10:05-10:15
10:05-10:15

11:15-11:25
休

憩

9:25
9:25

休
憩

口
頭

発
表

第
1会

場
会

場
名

：
工

学
部

115講
義

室

9:45

ポ
ス

タ
ー

発
表

会
場

名
：

工
学

部
115～

117講
義

室
前

 踊
り

場

⑱

㉑ ⑲ ⑯

第
2会

場
会

場
名

：
工

学
部

116講
義

室
第

3会
場

会
場

名
：

工
学

部
117講

義
室

①
②

④⑦⑫⑮

閉
会

閉
会

14:10

14:30

14:10

⑪ ⑩ ⑤

12:25-13:30
12:25-13:30

⑥

10:15-11:15
★

ｽﾍﾟｼｬﾙｾｯｼｮﾝ

9:45

開
会

開
会

開
会

開
会

9:45

③
㉓

9:05
9:05

9:05

9:25

閉
会

休
憩

13:30

休
憩

13:50
13:50

13:30
13:30

休
憩

⑧
⑨

⑬

㉗

13:00-14:00
(ﾎﾟｽﾀｰ前

に
て

質
疑

応
答

)

閉
会

休
憩

休
憩

㉖
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